
　

鶴
岡
亮
一
さ
ん
は
、
東
京

都
町
田
市
在
住
。
大
学
進
学

で
故
郷
を
離
れ
５０
数
年
が
経

つ
が
、
実
家
の
事
は
片
時
も

頭
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
大
学
卒
業
後
、

大
手
事
務
機
メ
ー
カ
ー
で
商

品
開
発
を
担
い
、
２
０
１
７

年
６
月
に
退
職
。
そ
の
後
は

も
う
一
つ
の
顔
で
あ
る
革
職

人
と
し
て
歩
み
始
め
、
現
在

は
主
に
婦
人
用
の
バ
ッ
グ
を

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
請
け

負
っ
て
い
る
。
２
０
２
０
年

に
は
、
４０
年
連
れ
添
っ
た
妻

の
啓
子
さ
ん
が
闘
病
後
に
他

界
。「
老
後
を
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
は
叶
わ
ぬ
夢
と

な
っ
た
」
と
、
深
い
悲
し
み

を
語
る
。

　

実
家
は
、
両
親
が
亡
く
な

り
、
長
ら
く
空
き
家
と
な
っ

て
い
た
。「
実
家
を
ど
う
す

る
か
」
と
い
う
長
年
の
懸
案

事
項
に
重
い
腰
を
上
げ
た
の

は
、
亮
一
さ
ん
が
７０
歳
と
節

目
の
年
を
迎
え
る
２
０
２
４

年
の
こ
と
。
処
分
す
る
こ
と

を
覚
悟
し
て
現
地
調
査
を
依

頼
し
た
不
動
産
会
社
５
社
が
、

口
を
揃
え
た
よ
う
に
「
こ
の

建
物
は
歴
史
的
価
値
が
あ
り

壊
さ
な
い
方
が
良
い
。
き
れ

い
で
傷
み
も
少
な
く
、
し
っ

か
り
手
入
れ
を
す
れ
ば
あ
と

１
０
０
年
使
え
る
」。
さ
ら
に

２
社
か
ら
、「
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
民
泊
を
」
と
の
提
案
が
あ
っ

た
。
半
年
悩
ん
だ
末
に
、
亮

一
さ
ん
は
「
歴
史
と
伝
統
あ

る
実
家
を
残
そ
う
。
一
度
や
っ

て
み
た
か
っ
た
会
社
経
営
に

も
挑
戦
し
て
み
よ
う
」
と
決

意
。
２
０
２
４
年
１１
月
に
は
、

民
泊
事
業
を
行
う
会
社
を
設

立
し
た
。

　

亮
一
さ
ん
は
、
長
姉
・
京

子
さ
ん
、
次
姉
・
美
佐
子
さ
ん
、

長
男
・
亮
一
さ
ん
の
３
人
姉

弟
。
実
家
は
呉
服
商
を
畳
ん

だ
後
、
姉
弟
の
子
ど
も
時
代

に
も
、「
小
川
屋
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。「
全
盛
期
に
は
、

敷
地
内
に
大
き
な
蔵
が
４
つ
、

周
辺
の
田
畑
や
山
な
ど
相
当

な
資
産
が
あ
っ
た
が
、
数
代

に
わ
た
る
婿
養
子
の
代
で
資

産
は
徐
々
に
減
り
、
辛
う
じ

て
残
っ
た
の
が
６
０
０
坪
の

敷
地
と
母
屋
を
含
む
３
つ
の

建
物
だ
と
母
か
ら
聞
い
て
い

ま
し
た
」
と
、
亮
一
さ
ん
。

茂
原
市
在
住
の
姉
・
京
子
さ

ん
は
、「
私
た
ち
の
小
さ
い
頃

に
は
、
ま
だ
お
茶
室
が
あ
り

ま
し
た
。
母
屋
よ
り
も
立
派

な
設
え
で
し
た
」と
話
す
。
父
・

亮
治
さ
ん
は
庭
づ
く
り
に
熱

心
で
、
滝
と
噴
水
の
あ
る
池

も
自
ら
造
っ
た
と
い
う
。
そ

の
池
は
、
現
在
枯
山
水
と
な
っ

て
残
っ
て
い
る
。
亮
一
さ
ん

が
ボ
ー
ル
を
ぶ
つ
け
て
遊
ん

で
い
た
石
や
、「
日
本
の
田
舎

を
研
究
し
た
い
」
と
下
宿
し

て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
が
敷
い

て
く
れ
た
と
い
う
敷
石
も
そ

の
ま
ま
だ
。
母
・
壽
美
さ
ん

も
手
先
が
器
用
だ
っ
た
。「
洋

裁
が
得
意
で
、
夏
の
セ
ー

ラ
ー
服
を
お
揃
い
で
、
ス

カ
ー
ト
と
ズ
ボ
ン
で
作
っ

て
く
れ
た
。
水
着
も
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
」。

　

京
子
さ
ん
は
『
遊
・
Ｏ

Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』
の
完
成

に
、「
建
物
を
残
し
て
く
れ

て
良
か
っ
た
。
裏
庭
に
は
、

柿
、
栗
、
梅
、
蕗
、
三
つ

葉
に
筍
が
あ
っ
て
、
娘
や

孫
、
友
人
が
、
次
は
何
が

採
れ
る
の
と
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
そ
の
楽
し
み
を
奪
わ

な
い
で
欲
し
い
、
そ
う
思
っ

て
い
ま
し
た
」
と
、
笑
顔
を

見
せ
る
。
亮
一
さ
ん
は
、「
僕

よ
り
地
元
に
残
っ
て
い
た
姉

の
方
が
実
家
へ
の
愛
着
は
強

い
と
分
か
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
想
い
は
ず
っ
と
気
に
し

て
い
ま
し
た
」
と
、
話
す
。

 

『
モ
ダ
ン
レ
ト
ロ
な
古
民
家

で
過
ご
す
安
ら
ぎ
の
一
時
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

『
遊
・
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』
は

ス
タ
ー
ト
し
た
。
広
さ
９３
㎡
、

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
１
棟
貸
し
。
亮

一
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
こ
こ

か
し
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
リ
ビ
ン

グ
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
老
舗
家

具
メ
ー
カ
ー
・
エ
コ
ー
ネ
ス

社
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ

ア
は
、
亮
一
さ
ん
が
革
を
張

り
直
し
た
も
の
だ
。
ダ
イ
ニ

ン
グ
に
は
、
ア
フ
リ
カ
産
木

材
・
ブ
ビ
ン
ガ
の
一
枚
板
の

テ
ー
ブ
ル
に
、
照
明
付
き
の

グ
ラ
ス
棚
。
和
室
は
１
５
０

年
前
の
雰
囲
気
そ
の
も
の
。

小
襖
に
描
か
れ
た
雀
の
絵
は

愛
ら
し
く
、
引
手
に
は
鶴
の

細
か
い
細
工
が
施
さ
れ
て
い

る
。
妻
・
啓
子
さ
ん
の
思
い

出
に
と
、
洗
面
所
と
ト
イ
レ

の
漆
喰
壁
を
啓
子
さ
ん
の
好

き
だ
っ
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
色
に

し
た
。

 

「
新
し
い
こ
と
が
好
き
、
企

画
す
る
こ
と
が
好
き
」
と
い

う
亮
一
さ
ん
。
民
泊
立
ち
上

げ
に
際
し
て
「
自
分
で
出
来

る
事
は
自
分
で
」
と
定
め
、

会
社
設
立
、
各
種
許
認
可
取

得
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
制
作
な

ど
一
人
で
や
っ
て
き
た
が
、

全
く
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
と

い
う
。「
長
南
町
に
は
困
っ
た

時
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

る
人
が
沢
山
い
る
」
と
、
そ

の
出
会
い
に
も
感
謝
し
て
い

る
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
広
場
や
ド
ッ
グ

ラ
ン
の
増
設
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
、
今
後
の
事
業
構
想

に
も
余
念
が
な
い
。「
健
康
を

維
持
し
８０
歳
ま
で
は
事
業
を

継
続
し
た
い
」
と
、
意
欲
的

に
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

民
泊
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
か
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、
ま
た
は
電
話

に
て
問
合
せ
を
。　

  

（
石
井
）

問
『
遊
・
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』 

長
南
町
長
南
２
４
２
３

長
南
郵
便
局
そ
ば

鶴
岡
さ
ん

☎
０
８
０
・
５
０
２
８
・
３
７
０
４

●
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

ｉｎ 

古

民
家『
遊
・
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ

の
二
重
奏　

６
／
２１
㈰
１４
時

開
演　

大
人
：
２
千
円　

中

学
生
以
下
：
千
円　

 

「
仕
事
を
楽
し
む
」と
決
め 

70
歳
で
創
業

  

古
民
家
民
泊『
遊
・Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』 

鶴
岡
亮
一 

さ
ん

　
            

６
／
21
㈰
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

　

長
南
町
長
南
の
古
民
家
民
泊
『
遊
・
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
』
は
、２
０
２
５
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
。
オ
ー

ナ
ー
の
鶴
岡
亮
一
さ
ん
�
が
、
実
家
の
築
１
５
０
年
の
古
民
家
を
全
面
改
修
し
た
も
の
だ
。『
小
川
屋
』

は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
呉
服
商
を
営
ん
で
い
た
地
元
の
豪
商
で
、
３
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
。
鶴
岡
さ
ん
は
、
両
親
が
他
界
し
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
実
家
を
、
一
念
発
起
し
民
泊
施
設
と

し
て
再
生
さ
せ
た
。「
歴
史
を
未
来
に
繋
げ
、
過
疎
の
町
を
活
性
化
し
、
実
家
や
地
域
へ
の
恩
返
し
が

で
き
た
ら
。
70
歳
で
の
創
業
は
全
て
が
新
し
く
、毎
日
が
勉
強
で
、新
た
な
生
き
る
目
標
と
な
っ
た
」と
、

ハ
ツ
ラ
ツ
と
語
る
。

葛
藤
の
末
の
決
意

明
治
時
代
の
実
家
の
銅
版
画
（
上
）

１
５
０
年
前
の
雰
囲
気
が
残
さ
れ
た
和
室
（
下
）

い
く
つ
も
の

こ
だ
わ
り

鶴岡亮一さん（左）と姉の京子さん

↑インスタグラ
ムはこちらから

↑ホームページ
はこちらから

↑コンサート申
込はこちらから

家
族
の
思
い
出

縁
側
と
庭
の
眺
め

　

大
臼
歯
は
下
顎
で
は
２

本
、
上
顎
で
は
３
本
の
根

が
あ
り
ま
す
。
分
岐
し
て
い

る
と
も
言
い
ま
す
が
歯
の
中

心
部
で
分
か
れ
て
い
る
の
で

す
。
カ
リ
エ
ス
が
進
行
し

た
り
根
尖
端
部
の
炎
症
が
強

か
っ
た
り
す
る
と
歯
全
体
を

抜
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
一

つ
の
根
に
限
っ
て
い
る
場
合

に
は
片
方
を
残
せ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
こ
の
時
に

は
治
療
前
と
同
じ
よ
う
に
冠

を
被
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
多

い
で
す
。
下
顎
な
ら
今
ま
で

２
根
で
支
え
て
い
た
も
の
を

１
根
に
す
る
わ
け
で
す
か
ら

半
分
の
歯
冠
と
な
り
ま
す
。

当
然
隙
間
が
出
来
て
き
ま

す
。
こ
こ
を
小
さ
な
義
歯
と

い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
通
常

は
そ
の
ま
ま
に
し
ま
す
。
歯

全
体
を
失
う
よ
り
半
分
で
も

残
し
た
方
が
噛
み
や
す
い
し

感
覚
も
残
り
ま
す
。
全
体
を

抜
い
て
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
い

う
治
療
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
方
法
は
一
つ
で
は
な

く
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
歯

を
抜
い
て
義
歯
も
あ
れ
ば
ブ

リ
ッ
ジ
も
あ
れ
ば
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
歯
は
多
く
そ
し
て

長
く
残
っ
て
い
る
方
が
明
ら

か
に
噛
み
や
す
い
し
生
活
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

定
期
的
な
メ
イ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
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市
原
市
能
満
の
市
原
歴
史

博
物
館
に
て
、
重
要
文
化
財

指
定
速
報
展
『
王
賜
銘
鉄
剣

い
ち
は
ら
が
誇
る
至
宝
』
が

７
／
１２
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。
考
古
資
料
と
し
て
市

原
市
で
初
め
て
重
要
文
化
財

へ
の
指
定
が
決
定
し
た
王
賜

銘
鉄
剣
（
お
う
し
め
い
て
っ

け
ん
）
は
、
文
字
が
刻
ま
れ

た
国
産
の
鉄
剣
と
し
て
現
存

最
古
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

５
世
紀
半
ば
の
も
の
と
さ
れ

る
。
共
に
稲
荷
台
１
号
墳
か

ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
の
副

葬
品
も
、
王
賜
銘
鉄
剣
の
年

代
や
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
つ
な

が
り
の
解
明
を
進
め
る
う
え

で
重
要
な
鍵
と
な
る
た
め
併

せ
て
指
定
の
対
象
と
な
り
、
今

回
初
公
開
。
鉄
剣
の
銘
文
に

つ
い
て
銀
象
嵌
（
ぞ
う
が
ん
）

と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
金
象

嵌
と
判
明
し
た
こ
と
な
ど
、
令

和
５
～
７
年
度
に
行
わ
れ
た

調
査
で
得
ら
れ
た
最
新
情
報

も
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

市
の
担
当
者
は
、「
埋
葬
施

設
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
稲

荷
台
１
号
墳
の
墳
頂
部
は
、
土

の
流
失
や
木
の
根
に
影
響
を

受
け
な
が
ら
辛
う
じ
て
残
っ

て
い
る
状
態
で
し

た
が
、
そ
の
よ
う

な
場
所
か
ら
発
掘

さ
れ
た
遺
物
を
学

術
的
に
報
告
で
き

た
こ
と
は
快
挙
で

す
。
王
賜
銘
鉄
剣

は
、
何
物
に
も
代

え
が
た
い
市
原
の

宝
で
す
」
と
、
説

明
す
る
。
同
展
で

は
、
企
画
展
関
連

講
座
、
現
地
解
説

会
な
ど
を
開
催
予

定
。

　

さ
ら
に
今
年
度

同
館
で
は
、
重
要

文
化
財
指
定
を
記

念
し
た
関
連
展
示

が
目
白
押
し
。
７
／
１８
㈯
～
９

／
２３
（
水
・
祝
）
は
、
王
賜

銘
鉄
剣
の
時
代
を
特
定
す
る

根
拠
と
な
っ
た
土
器
の
解
説

展
示
『
器
で
は
か
る
古
墳
の

年
代
～
稲
荷
台
１
号
墳
の
須

恵
器（
す
え
き
）と
土
師
器（
は

じ
き
）
～
』、
１０
／
１０
㈯
～
１

／
１１
（
月
・
祝
）
は
、
令
和
８

年
度
特
別
展
『
王
と
剣
～
王

賜
銘
鉄
剣
と
倭
の
五
王
の
時

代
～
』
と
題
し
て
、
王
賜
銘

鉄
剣
に
刻
ま
れ
た
王
の
姿
や
、

剣
を
賜
っ
た
稲
荷
台
１

号
墳
の
被
葬
者
像
に
迫

る
展
示
、
１２
／
１３
㈰
に

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
王

賜
銘
鉄
剣
が
意
味
す
る

も
の
』
が
開
催
さ
れ
る
。

実
物
を
前
に
、
王
賜
銘

鉄
剣
に
ま
つ
わ
る
物
語

を
味
わ
う
贅
沢
を
、
ぜ

ひ
博
物
館
で
！
詳
し
く

は
Ｈ
Ｐ
か
、
問
合
せ
を
。

　
　
　
　
　
　
（
石
井
）

問
市
原
歴
史
博
物
館

☎
０
４
３
６
・
４１
・
９
３
４
４

https://www.imuseum.jp

・
開
館
：
９
時
～
１７
時
（
最

終
入
館
１６
時
半
）　

月
曜
休
館

（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
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◆発行日の２週間前までにご連絡ください。
　専用申込書をＦＡＸ、メール、郵送でお送りします。
◆申込書に住所・氏名・ＴＥＬ・広告文面など所定
　の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。

◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお
　振込下さい。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ヤマハピアノ高価   コンドー楽器  0120-137-512
●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●未経験者大歓迎！整備・営業スタッフ募集　シニア
世代の方も活躍中・経験問わず　時給1,150円～応相
談　時間：９～ 17時・応相談　資格：普通自動車免許、
自動車整備士免許　勤務地：市原インター店（村上）、

本店（江古田）　休日：火曜・その他　社保完備、交通
費支給　ダイワオート　☎0436-20-3900　
●スタッフ急募　寿司・和食・鰻の板前及び調理見習
い（正社員）／ホール（パート・アルバイト）土・日だ
けでも可　詳細はお気軽に電話でお問合せください
うるいど八幡屋　☎０４３６-７４-０００７
●アルバイト募集　高校生・専門学校生・大学生　未
経験O K　フロア・配膳・洗い場　週３～４日　㈰㈷休
昇給制　研修期間あり　ユニフォームあり　時給：
1,140円～ 1,500円　16:00～ 22:00・17:00～ 22:00
まかない夕食付　面接にて、気軽にご相談ください
姉崎　宝や　☎0436-61-1975

●介護タクシーきょうえい車いすで乗車可75-4878
●ミシン直しま専科！　90%は直ります　家庭用ミシン

どこのメーカーでもＯＫ　持ち込み修理ＯＫ
街のミシン屋いちばん館　☎０４３６-２０-３４８３
●ピアノのレンタル　シツデン  0120-00-4210
●シロアリ防除　シロアリは駆除から『予防』の時代
です　まずはお電話で　ダスキン姉崎　☎23-0341

●リサイクル着物セール　着物・帯１点500円３点
1,000円〜　新品着物・帯1万円〜　６／ 20㈯21㈰
10時〜 18時　長生郡睦沢町大谷木493　相馬方　
アンティークきものランド　☎090-2650-3404
●どんぐり　はり・きゅう整骨院　院長は現役スポー
ツトレーナー　通常の施術のほか、女性のダイエット
メニューや交通事故後の治療など、不調や痛みなど相
談を　市原・八幡宿駅徒歩3分　☎0436-26-6004

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※掲載のお申込みはシティライフＨＰなどで。
h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / m o u s h i k o m i /
またはＦＡＸか郵送、メールで　ＦＡＸ0436-21-9142
メール k i j i @ c l - s h o p . c o m
　

●市原シニアアンサンブルこすもす　毎㈭13～ 16時
ちはら台コミュニティセンターか八幡パレット　キー
ボード、フルート等、各種楽器奏者募集　初心者可　月会
費：3,000円　☎090-3136-1157	  

●千葉私立中学進学フェア　５／ 31㈰　９〜 16時半
千葉工業大学・津田沼キャンパス６号館（習志野市）　
学校個別相談ブース、講演形式説明会、部活動発表、セミ
ナーなど　予約不要・入退場自由　問合せ：千葉県私
立中学高等学校協会・事務局　☎043-241-7382
● 特設人権相談　６／１㈪　10～ 15時　やわたパレッ
ト、姉崎公民館、南総公民館　人権擁護委員が差別や嫌が
らせ等の人権に関する様々な相談に応じる　相談無料
秘密遵守　予約不要、直接会場へ　☎0436-23-9820
●花キューピー手作り品展　６／１㈪～６㈯　10～ 16
時半　手作りハウス花キューピー（犬成737-8）　３人
によるアメリカンフラワー、布小物（バッグ、ポーチ等）
の作品を展示販売　粗品あり　☎0436-74-1744　
●彩遊器・児玉冬木作陶展　６／３㈬～９㈫　10～ 18
時半、最終日16時　松坂屋上野店７階・アートスペース
Ⅱ　市原市不入在住の陶芸家・柊窯　
☎050-1782-1000
●あじさい展　６／５㈮～ 10㈬　最終日14時まで
永野園展示場（海士有木）　友の会　☎0436-36-1064
●おもちゃ病院いちはら　６／５㈮・五井公民館　
19㈮・市原市社会福祉協議会４階　ともに13～ 15時
壊れたおもちゃを修理回復　修理は無料、部品代のみ
有料　石川　☎090-7716-4611

●ひきこもりの勉強会「心の境界線」　６／６㈯　13
～ 16時　辰巳公民館　親と子・すれ違う心　講師：若
林宏行（公認心理師・心理セラピスト）　かめとうさ
ぎの会・金子　☎0436-74-7617　
●磯・いそ探検隊　６／６・20㈯　13時半～　県立中
央博物館分館・海の博物館（勝浦市）　研究員の案内で
磯の生きものを観察　初心者向けのミニ観察会　保険
料50円と入館料（一般200円、大高生100円、中学生以
下と65歳以上は無料）　当日受付・各日先着15名・３
歳以上（小学生以下は保護者同伴）　☎0470-76-1133
⃝ナザレン教会のイベント　シニアの集い・銀の鈴：
６／９㈫10時半〜 12時・健康体操・ゲームと歌・脳ト
レ・交流など　絵本で聖書：６／ 13㈯13時半～ 14時半・
絵本の読み聞かせとおしゃべりタイム　両日ともに
無料、どなたでも　☎0436-21-0566
●かずさのくに国府探検会　６／ 10㈬　９時半・五
井駅西口集合　古養老川沿いの青柳・嶋穴地区の史跡
を巡る　万葉集の故地である青柳港、古東海道を歩い
て式内社の嶋穴神社や嶋穴駅などを訪ねる　200円　
☎0436-23-1098
●涼を感じる駿河の彩・房州の風　６／ 10㈬～ 21㈰ 
11～ 17時　大谷家具ギャラリー（長南町）　無料　江
戸時代から静岡に伝わる細い竹の丸ひごで組立てる繊
細で涼しげな花器や風鈴、茶染の手ぬぐいやストール
特別限定品：襖絵師による一点もの手描き房州うちわ
の仕立てなど　作家在廊：６／ 10・13・14・20・21
☎0475-47-3530　
●おもちゃ病院袖ケ浦　６／ 11㈭　９～ 12時　平岡
公民館　おもちゃの治療（修理）　不治か簡単完治時は
無料　部品交換時は部品代100～ 500円　申込不要、直
接会場へ　佐藤　☎090-4370-3796
●ぬくもりカフェ　６／ 11㈭　10～ 13時　おやこ
食堂もぐもぐ（青柳・ほのぼの保育園敷地内）　500
円　今回は豆腐を作る　シニア世代や困り事がある方
など、どなたでも楽しくおしゃべりしながら過ごす
医療関係者による血圧測定や健康相談、送迎サービス（3
日前までに要申込）もあり　☎080-3505-7903
●南いちはら草刈り大作戦 i n のだっぽり　６／ 13㈯
９～ 13時　無料　小湊鉄道月崎駅と上総大久保駅の間
の「のだっぽり」で草刈り　広く参加者を募集　目の前
を走る小湊鉄道の列車に手を振り、列車と作業員のエー
ル交換の非日常も味わえる　☎090-5806-0036
●市原市夏季スナッグゴルフ大会　６／ 13㈯　雨天時
14㈰　開会式９時半〜、閉会式14時〜　市原市文化の
森　小学生以上　先着25名　大人1,200円、小学生500
円　用具の貸出しあり（別途300円）　弁当、飲物、帽子
ほか持参　申込：電話かＦＡＸで、氏名、生年月日（学年）、

住所、連絡先を、市原市スナッグゴルフ協会・石井まで
☎. F A X .0436-61-4584　☎090-1421-8625
●覚えてる会　６／ 13㈯　10～ 12時　辰巳公民館
100円　高齢者やもの忘れのある方など、生活上の工
夫や便利グッズによる対処法を話し合う　ミニ講座・
介護保険の話　一般の方も歓迎　☎090-9330-4722
●カフェもの忘れ・認知症とスマホ・パソコン相談室
６／ 13㈯　13～ 15時　辰巳公民館　200円　元もの
忘れ外来担当者やケアマネが、もの忘れや認知症の本人・
家族に応相談　スマホパソコン教室は一般の方の不調
相談も歓迎、器機持参で　☎090-9330-4722　
●長南町あじさい祭り　６／ 13㈯　９〜 15時　野見
金公園（長南町）　約1700株のアジサイが咲く　竹あか
り作りのワークショップやグルメ販売、ステージ発表な
ど　巡回バスも予定　長南町の魅力スポットを巡るスタ
ンプラリー（6／ 7～ 21）も開催　☎0475-46-3397　
●青少年のための科学の祭典 　６／ 13㈯14㈰　９時
半～ 15時半　 千葉市科学館（千葉市）　いろいろな実
験・観察・工作で科学のおもしろさや不思議を体験　
ブース：C D 分光器、ストロートロンボーン、ゴムの力
でクルマを動かす、バスボム作り、液体万華鏡作り、分子
模型・万華鏡作り、他多数　 無料（会期中は科学館常設
展示も無料）　☎043-308-0511
●みんなの寺カフェ・防犯教室　６／ 14㈰　10～ 12
時　西光寺（根田）　市原市出前講座の詐欺や防犯対策
講師は元警察官　ほか読経や仏教紙芝居　無料・昼食
なし　電話かメッセージ、公式ラインで要予約・６／
13〆切　h t t p s : / / l i n . e e / Y Q0g c I W　
☎0436-22-7412
●姉崎を知る会　史跡巡り・椎津コース　６／ 14㈰　
９〜 12時　J R姉ヶ崎駅東口集合　雨天中止　資料代
200円・学生無料　市原の戦国時代を代表する県指定
史跡・椎津城跡、幕藩体制時代から存続して唯一廃藩置
県を迎えた鶴牧藩・藩庁跡（姉崎小学校）などを巡る
事前申込み不要　☎090-3544-3728
●干潟観察会とミニごみ拾い　６／ 14㈰　９時半～
13時半　集合：木更津市・金木橋北側　雨天中止　生
き物たちで賑わう初夏の干潟を散策（約５㎞）　昼食後、
簡単にごみ拾いも　無料　長靴・帽子必須、弁当、十分
な飲物、観察用具（双眼鏡など）、軍手持参　メールで要
申込　メール：h g f 01210@ n i f t y . c o m　
☎080-5183-6322
●日本ミツバチ趣味の養蜂講習会　６／ 14㈰　13～
16時　希望により平日も可　大網白里市・かなり宅
入居率の高い巣箱造り・臭い付け・飼育管理等の要素
技術を動画とオリジナル資料で分かりやすく説明　
3,000円　☎090-4918-2388

●医療公開講座　６／ 20㈯　14〜 15時半　塩田記念
病院・１Ｆロビー（長柄町）　「加齢とせぼねの病気」「ス
トレートネックのセルフケア」「高齢者のけが・圧迫骨折」
定員60名　参加無料　要申込・㈪～㈯・9～ 17時受付
☎ 0475-35-0031
●講演会「ハクナマタタ・スワヒリ語とタンザニアで
の生活」　６／ 21㈰　13時半～ 15時半予定　市原市市
民会館・大会議室　講師：鈴木徹（元小学校長）　80名
無料　要申込、６／ 14必着　F A X、メールにて　
市原市国際交流協会　f a x .0436-21-0332
メール：i i a _ i c h i h a r a @ y a h o o . c o . j p
●こ だ わ りワークショップ・骨付きチキンの本格ス
パイスカレー作り　６／ 21㈰　10～ 14時　千葉市
少年自然の家（長柄町）　ベンガル地方の骨付きチキ
ンカレーとマスタードオイルで作る焼き茄子のサラ
ダ、本場街角茶屋スタイルのチャイ　どなたでも・中
学生まで要保護者同伴　参加費等はH Pにて　先着17
組程度　要申込　６／ 13〆切　☎0475-35-1131
●裁判ウォッチング　６／ 29㈪～７／３㈮　12時半
〜 16時頃　千葉県弁護士会館集合　千葉地方裁判所で
行われる実際の刑事裁判を傍聴、引率の弁護士が解説や
質疑応答などを行う　各日10名　往復はがきで要申
込　傍聴希望日（複数可）、住所、氏名、年齢、電話番号を
明記、〒260-0013　千葉市中央区中央４-13-9　千葉
県弁護士会　裁判ウオッチング係　６／ 12必着　
☎043-227-8431
●アンサンブルフェスタ‘26 出演者募集　公演：10／
11㈰・13～ 16時半（午前中はリハーサル）・市原市市
民会館　市原市文化祭の一環　市内で活動している音
楽サークルの発表の場　出演時間と参加費：10分5,000
円か15分10,000円　〆切：６／ 15　市原アンサンブ
ル協会　☎090-9976-1780
●市原警察署・移動交番開設予定場所　６／２㈫13時
～姉崎保健福祉センター　３㈬10時半～千葉県循環器
病センター　５㈮13時～三和コミュニティセンター
９㈫13時～千種コミュニティセンター　11㈭13時～
泉台コミュニティホール　12㈮13時～養老川臨海公園
海釣り公園　※変更になる場合もあり　
市原警察署地域課　☎0436-41-0110

●家庭菜園・お試し案内　辰巳台隣接・荻作の耕作地
今年12月末までお試し期間：20㎡・１区画まで無料
できそうならば１区画80㎡・年3,000円で　まずは
現地の耕作状況を見てください　問合せ：梶原（地主
の代理）　☎090-1887-0157

申し込み方法

申し込み方法
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し
て
、
有
名
な
鉄

道
写
真
家
・
中
井
精
也
氏
の

「
ゆ
る
鉄
画
廊
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｄ
」

及
び
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
併
設
（
㈮
㈯
㈰
、

㈮
は
午
後
）。
小
湊
鐵

道
の
グ
ッ
ズ
も
㈯
㈰

に
販
売
す
る
。
見
応

え
あ
る
写
真
展
、
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
は
。

●
『
小
湊
鐵
道
を
撮

る
仲
間
た
ち
』
展

・
６
月
４
日
㈭
～
９

日
㈫　

１０
～
１７
時（
最

終
日
は
１５
時
ま
で
）

・
夢
ホ
ー
ル
（
ス
ポ
ー
ツ
デ
ポ

市
原
五
井
店
１
Ｆ
・
市
原
市

更
級
）　

無
料
駐
車
場
完
備　

入
場
無
料

・
主
催
：
小
湊
鐵
道
を
撮
る
仲

間
た
ち
展
実
行
委
員
会

問
鍵
田
さ
ん

☎
０
９
０
・
９
０
０
８
・
１
８
６
２

『
小
湊
鐵
道
を
撮
る
仲
間
た
ち
』展 

開
催

撮
影
：
菅
原
譲
太
郎

撮
影
：
菅
原
譲
太
郎


